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京都 CSR 推進協議会 2015 年度事業報告 

（2015 年 4 月 1 日～2016 年 3 月 31 日） 
 
基本総括 

2015 年度事業計画の基本方針で掲げた「協議会の活動、事業を実質的に継承、存続させること」に

ついては目途が確保できたため、次年度以降につなげるためにも「期待される役割を果たすため、現行

事業を精査しながら継続する」との基本方針のもとに諸事業に継続して取り組んだ。 
会員への支援事業としては、ウェブサイトやメールニュースによるメンバー会員企業への情報提供を

継続して行うとともに、CSR 創発塾も外部講師を招きながら引き続き開催した。幅広く CSR を普及・

促進する事業としては、オープンセミナーを他団体との共催も含めて開催するとともに、上記 CSR 創

発塾を普及・促進の観点から引き続き公開して開催した。 
また、会員募集期間を下半期に集中し、CSR 取り組みレポートの作成・公開支援も 12 月～3 月に集

中して行うなど、限られたリソースのもと事業内容・方法の精査にも努めた。 
懸案のメンバー会員増強については成果を得ることができなかった。 

 
１ 支援事業 

(1) CSR 取り組みレポートの作成・公開支援、ウェブサイトの運用 
会員サービス充実の一環として、CSR 京都ウェブサイトを運用するとともに、メールニュー

ス【CSR 京都 Newsletter】の配信などによる情報提供を継続して行った。 
なお、CSR 取り組みレポートの作成・公開支援は下半期に集中して行うとの方針のもと、12

月~3 月にメンバー会員に周知して対応した。 
 

(2) 取り組みセミナーの開催 
 取り組みセミナー「CSR 創発塾」を 4 回開催し、外部講師によるレクチャーに加えて懇談会

の時間を多くとるなど、参加者同士が交流して情報交換や経験交流のできる機会となるよう工夫

した。 
 8 月 18 日：「女性の活躍推進に取り組んで～人材育成、機会づくり、…の視点から」参加

者 10 名〔会員のみ〕。 
 10 月 15 日：「京都の未来を紡ぐソーシャル・イノベーション」参加人数 6 名〔会員のみ〕。 
 12 月 7 日：「いま知っておくべき職場の労働の諸問題～改正障害者雇用促進法を中心に～」

参加人数 8 名〔会員のみ〕。 
 1月28日：「調達からCSR・環境を考える～京都グリーン購入ネットワークの取り組み～」、

参加人数 3 名〔会員のみ〕。 
なお、「CSR 創発塾」は従来対象を会員に限っていたが、CSR の普及・促進の観点から 2014

年度より原則的に公開して開催している。 
 
２ 普及・促進事業 

(1) オープンセミナーの開催 
幅広く参加を呼びかける中規模のオープンセミナーを 2 回実施し、会員外の企業などからも

多くの参加を得た。 
 7 月 29 日：「次世代を担う人財の確保と定着～能力が発揮できるいきいきとした職場づく

りのために～」、京都市と共催、参加人数 64 名。 
 11 月 10 日：「マイナンバー制度と企業がとるべき個人情報保護への対応」、京都弁護士会

及び日本 CSR 普及協会近畿支部と共催、参加人数 47 名。 
 

(2) ウェブサイト等の充実 
 CSR を普及・促進する観点から、ウェブサイトでの情報発信を継続して行った。 

 
(3) リーフレット・パンフレットの作成と活用 

 具体的事例や写真、参加するメリットなどを含めて訴求力を高めたパンフレット「人も、地球

も、そして企業も、得をする。―信頼を築く経営のすすめ」を時機をとらえて活用した。 
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３ 組織の運営 

(1) 会員募集集中期間の設定等 
下半期を会員募集集中期間とし、当該期間に開催した CSR 創発塾に初参加者向けの「CSR こ

とはじめ」というセッションを設けるなどの工夫を行った。 
諸手続き等の会員サービスについては、12 月～3 月を CSR 取り組みレポートの集中更新時期

に設定し、メンバー会員に周知して対応した。 
 

(2) 協議会の運営 
①総会の開催 

    2015 年 6 月 24 日に総会を開催した。 
 
   ②理事会の開催 
    2015 年 6 月 24 日に理事会を開催した。 
 

(3) 企画運営委員会の開催 
 以下のとおり開催した。 
 第 1 回企画運営委員会（4/9） 
第 2 回企画運営委員会（6/9） 
第 3 回企画運営委員会（8/7） 
第 4 回企画運営委員会（10/22） 
第 5 回企画運営委員会（12/16） 
第 6 回企画運営委員会（2/12） 

 
以上 


